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４
年
に
わ
た
る
調
査
・
検
討
活
動
を
経
て

熟
練
技
術
者
か
ら
中
堅
・
若
手
へ
の
技
術
継
承

が
必
要
な
の
は
、
す
べ
て
の
鉄
道
事
業
者
に
共
通

す
る
課
題
だ
。
特
に
地
方
鉄
道
で
は
、
熟
練
技
術

者
の
退
職
に
よ
る
職
員
数
の
減
少
か
ら
、
そ
う
し

た
機
会
の
確
保
自
体
が
難
し
い
と
い
う
状
況
が
続

い
て
い
る
。
鉄
道
事
業
者
が
本
来
有
す
べ
き
技
術

力
の
維
持
と
継
承
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
実
状
を
踏
ま
え
、
平
成
20
年
、
交
通

政
策
審
議
会
陸
上
交
通
分
科
会
鉄
道
部
会
は
提
言

を
行
い
、
地
方
鉄
道
に
つ
い
て
「
一
部
の
鉄
道
事

業
者
に
関
し
て
、
技
術
力
を
維
持
継
続
す
る
た
め

の
最
小
限
必
要
な
規
模
を
下
回
り
、
技
術
の
低
下

を
招
く
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
鉄
道

技
術
関
係
者
全
体
で
技
術
力
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
示
し
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
、
国
土
交
通
省
は
平
成
21
年

度
よ
り
、「
地
方
鉄
道
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
車

両
・
電
気
・
土
木
、
３
部
門
で
の
検
討
を
開
始
し

た
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
国
土
交
通
省
か
ら

地
方
鉄
道
の
車
両
保
守
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
事

業
と
し
て
受
託
し
た
の
が
、
日
本
鉄
道
車
両
機
械

技
術
協
会
（
車
機
協
）
だ
。

車
機
協
で
は
、「
地
方
鉄
道
に
お
け
る
車
両
の
構

造
お
よ
び
維
持
管
理
の
あ
り
方
の
調
査
検
討
」
を

行
う
た
め
、
新
潟
大
学
の
谷
藤
克
也
教
授
（
当
時
）

を
主
査
に
、
鉄
道
事
業
者
、
第
三
者
的
な
立
場
の

研
究
機
関
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
な
ど
の
鉄
道
関

連
協
会
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
技
術
基
準
等
調
査
検

討
作
業
部
会
（
作
業
部
会
）
を
設
置
。
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
国
土
交
通
省
、
関
東
運
輸
局
が
加
わ

り
、
４
年
を
期
間
と
す
る
調
査
検
討
を
開
始
し
た
。

作
業
部
会
の
目
標
は
「
地
方
鉄
道
の
実
態
を
広

く
調
査
し
て
、
安
全
と
技
術
継
承
に
か
か
わ
る
課

題
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
に
対
処
す
る
方
策
を
得
る
」

こ
と
だ
。

「
そ
の
た
め
に
は
何
か
ら
手
を
つ
け
る
べ
き
か
、

模
索
を
繰
り
返
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
進
め
て
い
っ

た
」
と
、
車
機
協
の
桐
井
登
美
夫
車
両
部
長
は
当

時
を
振
り
返
る
。

作
業
部
会
の
調
査
検
討
は
、
地
方
民
鉄
の
中
堅

45
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

月
検
査
か
ら
全
般
検
査
ま
で
自
社
で
行
っ
て
い
る

の
は
７
社
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
事
業
者
は
重
要

部
検
査
と
全
般
検
査
を
一
部
ま
た
は
一
括
で
外
注
し

て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
５
社
は
月
検
査
も
含
め
、

す
べ
て
を
外
注
し
て
い
る
と
い
う
実
態
だ
っ
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
外
注
の
増
加
も
予
想
で
き
、

外
注
し
た
検
査
結
果
を
評
価
す
る
だ
け
の
技
術
力

を
保
持
で
き
る
の
か
も
含
め
、
技
術
力
の
継
承
・

維
持
に
関
し
て
大
き
な
懸
念
が
残
っ
た
。
ま
た
、

事
業
者
に
よ
っ
て
は
、
車
両
故
障
な
ど
の
発
生
に

際
し
て
、
後
継
従
事
者
の
経
験
不
足
か
ら
調
査
技

術
力
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
な
ど
、
車
両
保
守
現

場
の
現
状
と
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

地
方
鉄
道
が
抱
え
る
車
両
保
守
に
関
す
る
諸
問

題
を
さ
ら
に
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
、
次
年
度
に

は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
35
社
を
対
象
に
、
調
査
項
目

を
絞
っ
た
新
た
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
を
、
①
運
行
の
低
頻
度
に
起
因

す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
、
②
保
守
作
業
に

関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
故
障
事
故
例
の
整
備
、
③

技
術
継
承
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
整
備
、
④
外
注
管

理
の
た
め
の
技
術
力
向
上
、
⑤
技
術
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
環
境
、
⑥
車
両
や
機
器
の
標
準
化
―
―
の

６
項
目
に
整
理
し
た
上
で
、
作
業
部
会
は
、
地
方

「
安
全
は
輸
送
業
務
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
」

こ
れ
は
、
旧
国
鉄
の
安
全
綱
領
に
あ
る
最
初
の
条
文
だ
。

こ
の
鉄
道
の
安
全
を
確
保
す
る
重
要
な
条
件
の
一
つ
に
「
車
両
の
保
守
」
が
あ
る
。

平
成
20
年
、
国
土
交
通
省
の
交
通
政
策
審
議
会
で
提
示
さ
れ
た

地
方
鉄
道
に
お
け
る
円
滑
な
技
術
継
承
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

日
本
鉄
道
車
両
機
械
技
術
協
会
は
、
４
年
が
か
り
で
研
修
テ
キ
ス
ト
を
作
成
。

国
土
交
通
省
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
と
一
体
と
な
っ
て
、
車
両
保
守
分
野
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

地
方
鉄
道
の
安
全
確
保
と
技
術
力
の
維
持
継
続
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。一般社団法人日本鉄道車両機械技術協会

車両部長

桐井登美夫
Tomio KIRII

地
方
鉄
道
の

車
両
保
守
に
お
け
る

技
術
継
承
の
取
り
組
み

研
修
テ
キ
ス
ト
作
成
と
研
修
会
の
実
施
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鉄
道
が
抱
え
る
〝
問
題
点
〞
と
〝
期
待
さ
れ
る
対

策
〞
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
い
っ
た
。

「
鉄
道
事
業
者
の
自
助
努
力
だ
け
で
は
成
し
得
な

い
こ
と
を
、『
共
助
』
の
立
場
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
を
す
べ
き
か
。
平
成
23
年

に
入
っ
て
、
作
業
部
会
と
し
て
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
、
技
術
継
承
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、『
車
両
保
守

に
お
け
る
技
術
継
承
「
研
修
テ
キ
ス
ト
」』
の
作
成

が
決
定
し
た
」
と
、
桐
井
部
長
は
経
緯
を
語
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐡
道
や
民
鉄

の
三
岐
鉄
道
な
ど
、
車
両
保
守
現
場
の
視
察
な
ど

を
経
て
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
、
気
動
車
を
対
象

に
、
日
常
点
検
と
し
て
の
列
車
検
査
か
ら
月
検
査

ま
で
の
範
囲
を
ま
と
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
当
初
、
車
両
を
す
べ
て
解

体
し
て
行
う
全
般
検
査
を
対
象
に
、
車
両
の
構
造

を
一
か
ら
解
説
す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
想
定

し
て
い
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
視
察
な
ど
で
、
地

方
鉄
道
の
現
場
で
は
、
在
姿
検
査
に
よ
る
機
能
確

認
や
清
掃
な
ど
が
主
な
作
業
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
そ
こ
で
、
現
場
の
従
事
者
に
と
っ
て
よ
り
実

践
的
な
内
容
で
あ
る
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
基
礎
的
な
車
両
保
守
技
術
を
網
羅
す
る
内

容
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
桐
井
部
長
は
言
う
。

教
え
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト

地
方
鉄
道
の
車
両
保
守
の
現
場
で
は
、
共
通
の

課
題
と
し
て
、
一
定
の
作
業
は
遂
行
で
き
る
も
の

の
、
従
事
者
に
よ
っ
て
経
験
や
技
術
力
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
基
礎
的
・
系
統
的
な
指
導
体
制
が
整

え
ら
れ
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
研
修
テ
キ
ス
ト
は

「
作
業
の
要
領
が
容
易
に
把
握
で
き
、
か
つ
、
教
え

や
す
く
、
理
解
し
や
す
い
テ
キ
ス
ト
」
を
目
指
し
、

制
作
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

対
象
は
車
両
保
守
に
携
わ
っ
て
２
〜
３
年
の
従

事
者
で
、
内
容
は
基
礎
編
と
し
て
「
工
具
お
よ
び

測
定
器
の
正
し
い
使
用
方
法
」、
応
用
編
と
し
て

「
状
態
・
機
能
検
査
（
月
検
査
）
に
お
け
る
主
な
作

業
の
流
れ
と
作
業
時
の
注
意
点
」
の
２
部
構
成
と

し
た
。
こ
れ
に
、
気
動
車
作
業
の
初
心
者
に
は
そ
の

概
念
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
燃
料
・
空
気
・
水
・
電

気
の
配
管
、
配
線
を
立
体
略
図
で
示
す
と
と
も
に
、

単
位
や
力
学
、
機
械
や
電
気
の
基
礎
を
解
説
す
る
。

「
研
修
テ
キ
ス
ト
の
メ
イ
ン
と
な
る
応
用
編
は
、

月
検
査
を
91
項
に
区
分
し
て
、
作
業
ご
と
に
全
体

を
網
羅
し
た
。
作
業
の
要
点
は
箇
条
書
き
で
写
真

や
図
面
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
点
検
時
に
注

目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
『
点
検
ポ
イ
ン
ト
』
と
し
て

示
す
と
と
も
に
、
交
換
イ
ン
タ
ー
バ
ル
な
ど
管
理

す
べ
き
数
値
、
急
所
も
明
記
し
て
、
そ
の
必
要
性

を
強
く
印
象
付
け
る
よ
う
に
し
た
」
と
、
桐
井
部

長
は
そ
の
工
夫
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
、
摩
耗
時
や
調
整
時
の
限

度
値
に
つ
い
て
明
記
し
な
か
っ
た
の
は
、
路
線
規

模
や
輸
送
頻
度
な
ど
に
よ
っ
て
、
安
全
管
理
に
対

す
る
適
切
な
レ
ベ
ル
や
手
法
が
異
な
っ
て
く
る
か
ら

だ
と
い
う
。

「
こ
の
研
修
テ
キ
ス
ト
に
自
社
規
定
値
な
ど
を
挿

入
す
れ
ば
、
各
社
の
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
。
事
業
者
自
ら
が
責
任
を
も
っ
て

安
全
を
担
保
す
る
意
識
を
磨
い
て
ほ
し
い
と
い
う

期
待
を
、
そ
こ
に
込
め
て
い
る
」
と
桐
井
部
長
は

話
す
。

受
託
事
業
の
最
終
年
度
を
研
修
テ
キ
ス
ト
の
制

作
に
費
や
し
、
平
成
25
年
３
月
、「
地
方
鉄
道
の
車

両
保
守
に
お
け
る
技
術
継
承
『
研
修
テ
キ
ス
ト
』」

は
完
成
し
た
。
作
業
部
会
は
、
最
終
報
告
書
と
と

も
に
４
年
間
の
成
果
で
あ
る
こ
の
研
修
テ
キ
ス
ト

の
Ｃ
Ｄ
原
版
を
提
出
し
て
、
そ
の
活
動
を
終
え
た
。

テ
キ
ス
ト
を
有
効
活
用
す
る
研
修
会

国
土
交
通
省
の
受
託
事
業
と
し
て
完
成
し
た
研

修
テ
キ
ス
ト
は
、
Ｃ
Ｄ
で
各
地
方
の
鉄
道
事
業
者

に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
現
場
で
そ
の
都
度
、
Ｃ
Ｄ
を
開
く
よ

り
も
、
冊
子
形
態
の
方
が
使
い
や
す
い
と
考
え
た

車
機
協
は
、
自
主
事
業
と
し
て
こ
の
研
修
テ
キ
ス

ト
を
製
本
化
（
１
０
０
０
冊
）
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
研
修
テ
キ
ス
ト
を
「
車
両
保
守

従
事
者
の
教
育
に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
研
修
会
の
開
催
を
立
案
し
、

国
土
交
通
省
や
Ｊ
Ｒ
東
日

本
な
ど
大
手
の
鉄
道
事
業
者

に
開
催
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け

た
。国

土
交
通
省
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
車
機
協

と
同
様
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
３
者
は

会
議
の
場
を
持
ち
、
具
体
的
な
構
想
を
固

め
て
い
っ
た
。

研
修
会
の
基
本
方
針
は
、
①
研
修
テ
キ

ス
ト
を
教
本
に
検
修
現
場
で
実
車
を
使
用

し
て
行
う
、
②
参
加
者
の
利
便
を
考
慮
し

て
開
催
地
を
分
散
す
る
、
③
受
講
料
は
無

料
と
す
る
―
―
の
三
つ
。

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
①
研
修
会

は
車
機
協
が
主
催
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協

賛
、
国
土
交
通
省
の
後
援
で
、
地
方
運
輸

局
ご
と
に
開
催
す
る
、
②

Ｊ
Ｒ
東
日
本
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は
研
修
会
会
場
と
講
師
を
手
配
す
る
、
③
国
土
交

通
省
は
地
方
運
輸
局
を
通
じ
、
管
内
の
地
方
鉄
道

事
業
者
に
受
講
を
呼
び
掛
け
、
関
係
者
間
の
調
整

を
行
う
、
④
車
機
協
は
参
加
事
業
者
と
の
連
絡
・

調
整
お
よ
び
研
修
会
の
事
務
作
業
等
を
担
当
す
る

―
―
な
ど
の
開
催
要
領
が
決
定
し
た
。

「
国
交
省
に
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
方
鉄

道
事
業
者
に
受
講
を
促
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
研

修
会
開
催
に
関
し
て
全
面
的
な
協
力
と
支
援
を
い

た
だ
く
。
わ
れ
わ
れ
は

し
っ
か
り
実
務
面
を
担

当
す
る
。
３
者
が
連
携

す
る
と
同
時
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
分
担
を
明

確
に
し
て
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
な
研
修
会
の
開
催
を

目
指
し
た
」
と
桐
井
部

長
は
語
っ
て
い
る
。

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
研
修
会
開
催

記
念
す
べ
き
第
1
回
の
『
技
術
継
承
研
修
会
』

（
研
修
会
）
は
、
平
成
25
年
10
月
７
日
、
関
東
運
輸

局
管
内
の
鉄
道
事
業
者
を
対
象
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

宇
都
宮
運
転
所
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
で
開
催
さ

れ
た
。
講
師
を
務
め
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
現

場
社
員
。
受
講
希
望
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
２
回

（
２
回
目
は
10
月
11
日
）
に
分
け
て
の
開
催
と
な

り
、
受
講
者
は
合
わ
せ
て
17
社
31
人
に
上
っ
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
事
前
に
募
集
し
て
い
た
質
問

事
項
に
つ
い
て
講
師
が
解
説
す
る
座
学
に
始
ま
り
、

検
修
現
場
の
研
修
で
は
、
脱
線
復
旧
機
材
の
置
き

場
、
検
修
工
具
類
・
測
定
器
類
の
保
管
庫
な
ど
を

見
学
。
続
く
実
車
研
修
で
は
、
今
回
の
研
修
の
た

め
に
準
備
さ
れ
た
気
動
車
キ
ハ
40
形
を
使
っ
て
、

月
検
査
の
ポ
イ
ン
ト
や
作
業
上
の
注
意
事
項
な
ど

に
つ
い
て
実
技
を
学
ん
だ
。

平
成
25
年
度
は
、
宇
都
宮
運
転
所
に
続
い
て
、

10
月
15
日
に
郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
郡
山
派
出

所
（
福
島
県
郡
山
市
）、
11
月
7
日
に
新
津
運
輸
区

（
新
潟
県
新
潟
市
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
受
講
者

数
は
４
回
の
総
計
で
36
社
70
人
を
数
え
た
。
研
修

会
は
、
研
修
テ
キ
ス
ト
と
同
様
、
２
〜
３
年
の
保

守
従
事
者
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
若

手
だ
け
で
は
な
く
、
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
従
事
者

が
熱
心
に
受
講
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
と
い
う
。

「
こ
の
研
修
会
は
、
各
事
業
者
の
現
場
で
あ
る
程

度
の
経
験
を
積
ん
で
き
た
若
手
が
、
基
本
を
し
っ

か
り
学
び
直
す
こ
と
で
、
自
ら
の
技
術
力
を
さ
ら

に
高
め
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
熟
練

の
従
事
者
に
と
っ
て
も
、
技
術
を
若
手
に
継
承
し

て
い
く
、
そ
の
手
立
て
の
一
助
と
し
て
学
び
取
る

も
の
が
多
い
の
だ
と
思
う
」
と
桐
井
部
長
は
言
う
。

実
際
、
研
修
会
は
ど
の
回
も
参
加
者
の
意
気
込

み
に
あ
ふ
れ
、
講
義
で
は
熱
心
な
質
疑
応
答
が
展

開
さ
れ
た
。
研
修
会
終
了
後
に
寄
せ
ら
れ
た
受
講

者
の
感
想
も
「
見
学
し
た
形※

跡
管
理
を
５
Ｓ
の
取

り
組
み
と
し
て
職
場
に
取
り
入
れ
た
い
」「
講
師
の

回
答
が
明
確
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
学
ん
だ
こ

と
を
職
場
に
持
ち
返
り
た
い
」「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
検

査
を
研
修
し
て
、
自
社
で
の
検
査
体
系
や
方
法
を

再
度
確
認
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
な
ど
、
確
か

な
学
び
を
う
か
が
わ
せ
る
前
向
き
な
意
見
が
多
い
。

会
場
や
講
師
派
遣
元
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

現
場
に
と
っ
て
も
、
得
る
も
の
は
大
き
か
っ
た
よ

う
だ
。
研
修
会
で
は
、
受
講
者
に
事
前
に
要
望
や

質
問
事
項
を
提
出
し
て
も
ら
う
方
法
を
採
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
受
講
者
の
技
術
レ
ベ
ル
を
把
握
し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
た
め
だ
が
、
研
修
の

準
備
は
、
講
師
自
ら
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
る
。
受
講
者
を
迎
え
入
れ
る
現
場
も
、
普
段

よ
り
念
を
入
れ
て
整
理
整
頓
し
、
横
断
幕
や
掲
示

板
を
制
作
す
る
な
ど
、
職
場
の
士
気
が
高
ま
る
副

次
的
な
効
果
が
生
ま
れ
た
。
桐
井
部
長
も
「
協
力

し
合
っ
て
い
い
研
修
会
に
し
よ
う
と
、
若
手
を
中

心
に
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
職
場
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
」
と
見
る
。

い
ず
れ
も
受
講
者
、
開
催
者
双
方
に
大
き
な
成

果
を
残
す
研
修
会
と
な
っ
た
。

す
べ
て
の
地
方
運
輸
局
管
内
で
開
催

Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
で
開
催
し
た
研
修
会
の
反
響

は
大
き
く
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
地
方

か
ら
は
開
催
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
国
土
交
通
省
と
車
機
協
は
、
特

に
要
望
が
多
か
っ
た
地
域
の
Ｊ
Ｒ
な
ど
に
対
し
て

研
修
会
の
説
明
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
Ｊ
Ｒ
九

州
に
続
き
、
Ｊ
Ｒ
東
海
・
Ｊ
Ｒ
四
国
管
内
に
お
い

て
も
、
平
成
26
年
度
内
に
研
修
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
管
内
で
は
、
５
月
14
日
に
後
藤
総

合
車
両
所
運
用
検
修
セ
ン
タ
ー
（
鳥
取
県
米
子
市
）、

６
月
12
日
に
吹
田
総
合
車
両
所
京
都
支
所
（
京
都

府
向
日
市
）
で
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、

9
社
15
人
、
13
社
23
人
が
受
講
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州

管
内
で
は
、
直
方
車
両
セ
ン
タ
ー（
福
岡
県
直
方
市
）

で
６
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
14
社
28
人
が
参
加
。

Ｊ
Ｒ
東
海
管
内
で
は
、
11
月
６
日
に
美
濃
太
田
車

両
区
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）
で
開
催
さ
れ
、
12

社
22
人
が
受
講
し
て
い
る
。
今
年
度
は
そ
の
他
、
平

成
27
年
１
月
23
日
に
Ｊ
Ｒ
四
国
管
内
の
高
知
運
転

所
（
高
知
県
高
知
市
）
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。

「
東
日
本
エ
リ
ア
か
ら
西
日
本
エ
リ
ア
へ
、
九
州

へ
。
わ
れ
わ
れ
の
想
定
を
超
え
て
、
研
修
会
の
開

催
地
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
２
年
間
で
民
鉄
や
三

セ
ク
事
業
者
の
い
な
い
北
海
道
運
輸
局
と
沖
縄

（
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
が
管
轄
）
を

除
い
て
、
す
べ
て
の
地
方
運
輸
局
管
内
で
研
修
会

※形跡管理：モノの形を、その置き場に表示する整頓の手法

受講者募集から研修会実施まで

受講者の募集

申し込み受付

研修テキストの受講者への発送

受講にあたっての希望事項募集

各開催箇所での研修会

質疑応答

アンケートの実施

各受講生に1冊／人 無料配布

当日開催箇所で実施

研修会終了時に提出

研修会開催の仕組み

車両保守における
技術継承研修会

〔後援〕
国土交通省

〔協賛〕
JR・大手鉄道事業者

〔主催〕
車機協

研修会運営の事務作業

開催の案内

参加申し込み

開催場所の提供

研修講師の派遣

研修会への参加

地方鉄道事業者
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を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
喜
ば
し

く
思
っ
て
い
る
」
と
桐
井
部
長
は
話
す
。

電
車
編
テ
キ
ス
ト
と
研
修
会
も

作
成
し
た
研
修
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
の

研
修
会
開
催
に
確
か
な
手
応
え
を
実
感
し

た
車
機
協
は
、
す
で
に
次
の
段
階
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
る
。

研
修
会
終
了
後
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
電
車
の
研
修
会
も
実
施
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

実
際
、
受
講
者
の
中
に
は
、
電
車
の
保
守

従
事
者
が
何
人
も
い
た
そ
う
だ
。

車
機
協
で
は
、
気
動
車
編
の
研
修
テ
キ

ス
ト
完
成
と
同
時
に
電
車
編
の
制
作
を
企

画
し
、
平
成
25
年
秋
に
は
準
備
会
を
立
ち

上
げ
、
制
作
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
末

に
は
完
成
し
た
研
修
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
、

平
成
27
年
度
か
ら
電
車
編
の
研
修
会
を
開

始
す
る
予
定
だ
。

「
研
修
会
は
、
一
度
の
開
催
で
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
継
続
的
に
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
各

エ
リ
ア
で
、
少
な
く
て
も
気
動
車
編
を
も

う
１
回
ず
つ
、
電
車
編
を
各
２
回
は
開
催

し
た
い
。
研
修
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、
若
い
世
代
に
確
実
に
技
術
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
が

育
っ
て
い
け
ば
、
彼
ら
が
技
術
を
維
持
し
、

次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
も
で
き

る
」
と
桐
井
部
長
は
語
る
。

「
地
方
鉄
道
の
車
両
保
守
に
お
け
る
技
術

継
承
研
修
会
の
開
催
を
支
援
す
る
協
議

会
」
の
設
立
準
備
会
も
立
ち
上
げ
た
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
研
修
会
を
契
機
と
す
る
鉄
道
事
業
者
同

士
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
、
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

「
地
方
の
鉄
道
事
業
者
は
、
み
な
孤
立
し
て
い

る
。
こ
の
研
修
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
鉄
道
事
業

者
同
士
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
研
修
会
は
車
機
協
の
本
部
が
主
導
し
、
支

部
が
主
催
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
支
部
が
仲
介

役
と
な
り
、
事
業
者
の
連
携
を
強
め
て
い
く
。
各

地
で
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
桐
井

部
長
は
話
す
。

す
で
に
事
業
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
、
自
発
的
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
地
域

も
あ
る
。
車
機
協
の
研
修
会
は
、
経
験
年
数
の
少

な
い
従
事
者
向
け
だ
っ
た
が
、
九
州
地
区
の
鉄
道

事
業
者
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
協
力
を
得
て
、
熟
練
者

向
け
の
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
勉
強
会
を
行

う
計
画
を
立
て
て
い
る
と
い
う
。

「
日
本
の
鉄
道
文
化
の
原
風
景
と
言
え
る
の
が
地

方
鉄
道
だ
。
昭
和
40
年
代
に
地
方
の
鉄
道
は
バ
タ

バ
タ
倒
れ
て
い
っ
た
。
今
、
残
っ
て
い
る
地
方
鉄
道

は
最
後
の
精
鋭
た
ち
。
厳
し
い
経
営
状
態
の
中
で
、

安
全
運
行
の
た
め
に
日
々
、
車
両
保
守
に
携
わ
っ

て
い
る
人
た
ち
に
対
し
、
技
術
と
活
力
を
向
上
さ

せ
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
関
係

者
の
誰
も
が
持
っ
て
い
る
。
地
方
鉄
道
が
頑
張
っ

て
く
れ
れ
ば
、
地
方
鉄
道
を
支
援
す
る
側
の
わ
れ

わ
れ
に
も
活
力
が
生
ま
れ
る
。
で
き
る
限
り
の
活

動
を
続
け
、
次
代
の
担
い
手
に
し
っ
か
り
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
桐
井
部
長
は
語
る
。

鉄
道
事
業
者
の
総
意
で
地
方
鉄
道
を
守
る
取
り

組
み
が
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

1ＪＲ東日本・宇都宮運転所で開催された第１回目の『技術継承研修会』開講式。2受講者を迎える掲示板。3第２回目が開催された郡山総合車両センター郡山派出所。4工具類
の形跡管理。新津運輸区にて。57ＪＲ西日本管内の吹田総合車両所京都支所。6後藤総合車両所運用検修センター。89ＪＲ九州管内の直方車両センターで開催された研修会。
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